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 2 学期が始まって 1 週間が経ちました。1 日 3 時間ずつのリハビリ期間？を終え、いよ

いよ昨日から給食と午後の授業が始まりました。先週は、暑い中、朝から元気に歩いて登校

する子どもたちの姿に元気をもらいました。9 月に入ったからといっても、まだまだ暑い日

が続きます。引き続き熱中症には気を付けていきましょう。また、最

近は夕立や雷なども急にやってきます。十分に気を付けるよう指導し

ます。 

さて、教室を回ると、子どもたちの夏休みの絵日記や2学期のめあ

てなどが掲示されています。旅行したり親戚で集まったりと楽しかっ

た思い出が、たくさん書かれていました。また、2 学期は「〇〇を頑

張るぞ！」とやる気に満ち溢れています。 

 

 

1 学期にご協力いただいた「強み」「弱み」を使って、2 学期から学校として取り組んでい

くことについて夏休みに職員で研修をしました。 

１ わが校の「強み」「弱み」の中から改善したい  

ことや取り組みたいことを選ぶ。 

 

２ それに対してどんな活動や取組ができるか 

考える。 

 

３ その活動や取組がもたらす教育的効果に 

ついて考える。 

 

４．各グループの考えを共有し、2学期の取組を決める。 

黒川小の強みと弱みを生かす取組を！ 

２学期が始まって１週間！ 



そこで、2学期は次の３つについて取り組みます。 

１． 無言掃除の徹底・・・そうじの初めと終わりに黙想をしてから取り組む 

 →生活の規律を徹底することで、時間やルールを守ることができる 

ようになり、学校で安心してすごせるようになる。 

 

２． あいさつ（いつでも・どこでも・だれにでも）の徹底・・地域の方に評

価してもらう 

 →地域の方々に挨拶についての評価をもらうことで、可視化し、挨拶に対する主体性を育

てることができる。地域とのつながりを深めることができる。 

 

３． 読書活動の推進・・・貸出方法を簡素化して、気軽に借りることができるようにする。 

 →貸出方法を簡単にすることで、本を借りる時間を短縮し、気軽に本を借りることができ

るようにする。いつでも行けることで、本にふれる機会が増える。 

 

これらの取組の様子については学校だよりを通じてお知らせしていきます。「まずはやって

みること」が大切だと考えます。子どもたちがこの 3 つに関しては、自信をもって自慢でき

ることになるよう、やっていきたいと思います。 

 

 

8 月 29 日（金）2 時間目に「平和

集会」がありました。おはなしどんぐ

りさんによる読み聞かせは、右の 3 つ

の絵本でした。「8 月 6 日のこと」は広

島の原爆の話、「空はみんなのもの」は

空はみんなのものだけど….陸は？というお話、「あさになったのでまどをあけますよ」はま

どを開けて当たり前の景色が見られることは当たり前ではないということが分かるお話でし

た。BGM 付きで物語の中にすっと入り込みながら聞くことができました。平和宣言では、

各学年で考えたことをそれぞれ元気に発表してくれました。 

歌「青い空は」は、皆さんご存じかと思いますが、原爆の時のことを歌った歌です。♪青

い空は青いままで子どもらに伝えたい～♪から始まります。そして、みんなで 1 分間の黙と

うをささげました。それぞれにどんなことを思ったのでしょうか。そのあと、感想交流をし

て、何人かすすんで発表してくれました。「感謝の気持ちをもちたい」や「当たり前が当たり

前じゃないことがわかった」など、しっかりと考えることができていました。 

私の話では、広島の平和記念式典での「平和への誓い」を動画でみせ、みなさんがしっか

りと伝えていかなければならないことや原爆の被害者が

伊万里にもいて、毎年慰霊祭が行われていることを話し

ました。会が終わってから、黒川町にも特攻隊にいった

方がいるということを、お話ど

んぐりの皆さんに教えていただ

きました。来年の平和集会で

は、調べて、子どもたちにも伝

えたいと思います。じっくりと

平和の大切さについて考えるこ

とができました。 

平和について考えました！ 


